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特集・第９回「子ども学会議」報告

　基　調　講　演

Sense of Wonderを育む科学と環境づくり
小泉英明（株式会社 日立製作所 役員待遇フェロー 　　　　

社団法人日本工学アカデミー 理事・国際委員長）

　『センス・オブ・ワンダー』（The Sense of Wonder）は、
レ ー チ ェ ル・ カ ー ソ ン（Rachel L. Carson, 1907 〜
1964）が遺した美しい本の題名です。古くはソクラテ
ス（Socrates, 470 〜 399 BC）が“Wisdom begins in 
wonder”という言葉を残しています。古代ギリシャ
では、哲学と自然科学は分離していませんでした。大
自然や人間の不思議に素直に目を見張り、驚き、そし
てなぜだろうと思いを馳せたのです。自然哲学者のル
クレチウス（Titus Lucretius Carus, 99 〜 55 BC）も
長編の叙事詩『物の本質について』のなかで、自然界
のさまざまな現象に思索を廻らせています。
　「科学する心」（Mindset of Science）も、幼い頃か
ら芽生え始めます。この純粋な気持ちを育むことはと
ても大切だと思います。「科学する心」をできるだけ
簡潔にまとめてみますと次の５項目になると考えてい
ます1。

1. 自然の素晴らしさに深く感動する心、そして好奇心
2. 事実を率直に認め、決してごまかさない心
3. 偏りや思い込みなしに、率直に判断し行動する心
4. 自然に生かされる命を大切にする心
5. 多様性を尊び相手を思いやる心

　この冒頭にくる第１項が、Sense of Wonder に近い
と思います。
　私は詩人のような天才科学者ピエール・キュリーに
とても興味を持っています。ピエールは学校から阻ま
れて、医師であり博物学に興味を持っていた父が、自

然のなかで教育したのです。大学への資格試験を経て、
やっと通常の教育環境に戻りました。やがて学歴など
に阻害されながらも、妻のマリー・キュリーとともに
科学する心を持ち続け、数多くの極めて本質的な発見
や発明を残したのです。
　「科学する心」の第４項と第５項は、私たちの生存
規範という意味あいを帯びています。これらは古くか
らの戒律とは異なり、科学が明らかにしつつある動物
進化やヒトの脳の構造・機能から、なぜ、これらが大
切なのかを説明できる可能性があります。多くの人間
が地球上で充実した一生を送るための生存規範の一部
であるとも考えられるのです2。
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